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　東海沖の四つの巨大地震について，震度分布図を作成した。四大地震とは，1498 年明応地震・

1707 年宝永地震・1854 年安政東海地震そして 1944 年東南海地震である。これらの震度分布

図作成については，「増訂　大日本地震史料」「日本地震史料」「新収　日本地震史料」「東海地

方地震津波史料」の他筆者らの集めた史料も使用した。東南海地震の震度推定は，主に「昭和

十九年十二月七日東南海大地震調査概報」「昭和 19 年 12 月 7 日東南海地震に関する踏査報告」，

宮村（1945），大庭（1953）そして各市町村誌を使用した。

　震度の推定は主に家屋や寺社の被害程度から行ったが，明治期を境にそれ以前と後では耐震

性に差があると考えられる。ここでは安政東海地震以前の地震については，付録のような規準

をもうけ一応，四地震の震度分布を比較できるよう配慮した。

　史料の引用は膨大になるので，安政東海地震の代表的な地点についてのみ第 1 表に掲げる。

この地震の紀伊半島の震度決定点の数が少ないのは，東海地方に比べて史料の絶対量が少ない

という理由の他に，翌日（1854．12．24）の安政南海地震の被害と区別できないことにもよる。

　これら四図から次のことがわかる。

　1 ）四地震共に遠州灘沿岸に震度Ⅵ以上の地域が存在するが，宝永・安政東海地震のそれは

駿河湾奥まで広がっている。

　2）四地震共に伊勢湾沿岸に震度Ⅵ以上の地域が存在する。

　3 ）宝永・安政東海地震では甲府盆地でも震度Ⅵ以上となった。安政東海地震では富士川両

岸の村々でも震度Ⅵとなった。

　4 ）震度 V の範囲は宝永・安政東海地震共に近畿以北においては，ほぼ同じであるが，宝永

地震がやや小さい。これは史料の量が少ないことによるのかもしれない。東南海地震のⅤ

の範囲は前の 2 つの地震に比べあきらかに小さい。

　5 ）明応地震については史料が少なく決定的なことはいえないが，今の史料状況からいえる

ことは，安政東海地震の震度分布と良く似ていて，その震度枠は超えない。

　 　なお，宝永地震では，本震の震度と翌日の甲府盆地の大余震の震度のうち大きい方を図示し
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てある。また，震度の評価には多少の個人差がありうることを考慮して，この図を利用して

ほしい。
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第 1 表　安政東海地震の被害記述

Table 1    Example of damage due to 1854 earthquake.
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附録　震度推定の規準

　気象庁震度階級（1978）は現代の地震に対して適用される規準であり，歴史地震（1885 年以

前の地震）に用いる規準は異なるものでなければならない。その最大の理由は今日では木造家

屋，特に一般の民家の耐震性は江戸時代以前に比べ飛躍的に増したことによる。

　ただし寺院・大店・高級武士の家屋はそれほど現代の建物と差はないものと考えられること

から，東京都（1980）の解説表が適用される。

　調査対象地震の中でも，明応地震（1489 年）・宝永地震（1707 年）・安政東海地震（1854 年）

に対しては第 2 表，第 3 表および第 5 表の規準を，東南海地震（1944 年）に対しては東京都（1980）

および第 4 表をそれぞれ用いるものとした。

第 2 表　震度判定表〔宇佐美（1984）〕
Table 2　 Intensity Scale for historical earthquake.

　この表は江戸時代に適用することを目的として作った試案である。まだ十分な実証を経てい

ない。震度階のわけ方は . 東京都「地震の震度階解説表」（昭和 55 年 11 月）によった。以下

これを解説表という。解説表のうち，外的環境に変化が少ないと思われる項目はそのままとし，

変化があると思われるものについては変更したが，原則として一階級下げるようにした。寺社

以下の 6 項目については，今後の経験により，詳細に且つ正確に改良するための出発点である。

　家屋は通常のものとし，大名や大店などはこれよりほぼ一階級強いものと考える。こういう

家では構造材の継手の破損がわずかに（5 弱）生じ，5 強でゆるみが生じ，6 では倒れるもの

も出てくる。解説表の老朽家屋を江戸時代の庶民の家と考える。

　また表中の形容詞の意味は解説表と同じで次のようである。

⃝ま れ に…………１％以下　　　⃝かなり多く…………70％前後

⃝わずかに…………数％以下　　　⃝ほ と ん ど…………80 ～ 90％

⃝少　　し…………10％前後　　　⃝す　べ　て…………100％

⃝か な り…………30％前後　　　　ものも（が）
　　　　　　　　　　　　　　　　⃝　　　　　ある…震度階に特徴的に現れ始める程
　　　　　　　　　　　　　　　　　ことも（が）　　 度で数量的に現できかねる場合

⃝多　　く…………50％前後　　　　　　　　　　　　
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第 3 表　歴史地震における被害率と震度の関係
Table 3 　Relation between damage rate and intensity for historical earthquakes.
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第 4 表　近代の地震における被害率と震度の関係
Table 4 　Relation between damage rate and intensity for modern earthquakes.

第 5 表　明応・宝永・安政東海地震付加条件
Table 5 　Some additional criteria of intensity for 1498, 1707, 1854 earthquakes.
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震　度　分　布　図　　　　　　　　明 応 地 震（1498 Ⅸ 20）　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 付図－１
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